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・ 急性心筋梗塞-３ 年齢調整受療率（高血圧）

３．急性心筋梗塞【指標３ 年齢調整受療率（高血圧）】年齢調整後受療率（男）(N=47, 平均=268.7, 標準偏差=36.4)
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（人口10万対）

・ 「どのくらい健康に留意しているか」を見るための指標として用いています。

・ 鹿児島県が最も高く、神奈川県が最も低い結果とです。平均値は 268.7、標準偏差は 36.4

です。

・ 地域的な傾向として東北、九州南部が高くなっています。
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３．急性心筋梗塞【指標３ 年齢調整受療率（高血圧）】年齢調整後受療率（女）(N=47, 平均=332.6, 標準偏差=47.6)
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（人口10万対）

・ 宮城県が最も高く、鳥取県が最も低い結果です。平均値は 332.6、標準偏差は 47.6 です。

・ 地理的な傾向として東北地方が高くなっています。

■都道府県からの意見■

・急性心筋梗塞受療者が健康に留意しているとは限らないのではないか。急性心筋梗塞が多

い地域ほど評価されることにならないか。
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